
杉並区次世代育成基金は、次代を担う子どもたちが、自然・文化・芸術・スポーツ
などさまざまな分野における体験・交流事業への参加を通して、視野を広げ、将来
の夢に向かって健やかに成長できるように支援するための杉並区独自の仕組みです。

令和元年度にいただいたご寄附

ご支援ありがとうございました。
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ご寄附をしていただくと

「広報すぎなみ」や区公式ホームページ等で、お名前と寄附額を公表させてい
ただきます。（希望者のみ）

1万円以上のご寄附をいただいた方には、基金を活用して実施した事業の報告書
や事業実施者が開催する報告会のご案内をお送りしています。

ご 寄 附 の 方 法
❶所定の払込取扱票を使用する（手数料は区が負担）
お近くの郵便局（ゆうちょ銀行）でお手続きください。
払込取扱票付きリーフレットは、区民事務所等の区立施設に設置し
ています。お近くにない場合は、児童青少年課までご連絡ください。

❷インターネットから申し込む
ふるさと納税ポータルサイト「ふるさとチョイス」から、
お手続きをお願いします。
https://www.furusato-tax.jp/city/product/13115

❸現金による寄附、その他の金融機関から振り込む
児童青少年課までお問合せください。
金融機関からのお振込みは、振込手数料をご負担いただく場合があります。

ふるさとチョイス

個人

ふるさと納税として取り扱われます。
寄附金額から2,000円を差し引いた額について、所得税・住民
税から限度額まで原則として全額控除されます。

基に定規の）項2第7の条413第び及項2第2の条73第（法税方地、は区並杉 ※
づき、総務省からふるさと納税の対象となる団体として指定されています。

法人 ご寄附いただいた事業年度に、全額を損金に算入することができます。

相続 相続や遺贈によって取得した財産を寄附した場合は、その支出
は相続税の対象外とする特例があります。

※詳細は、杉並区次世代育成基金のご案内リーフレットをご覧ください。

区が主体となって行われた事業区が主体となって行われた事業
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2国内子ども交流事業「杉並区・名寄市子ども交流会」〈児童青少年課〉
参 加 者：小学 4〜 6年生　25名
実施期間：（名寄市実施）令和元年 7月28日〜 31日

（杉並区実施）令和元年 8月5日〜8日
事業内容：�北海道名寄市では「ブルーベリー狩り」「もちつき体験」「なよろ市天文台」などを見学し、

杉並区では「お台場散策」「日本科学未来館」「阿佐谷七夕まつり」などの見学をしました。

3国内子ども交流事業「杉並区・東吾妻町子ども交流会」〈児童青少年課〉
参 加 者：小学 4〜 6年生　25名
実施期間：（杉並区実施）令和元年 8月17日〜 19日

（東吾妻町実施）令和元年 8月19日〜 20日
事業内容：�杉並区では「杉並区紹介」「謎解きゲーム」を実施、群馬県東吾妻町では「八ッ場ダム」「星

空教室」「ロックハート城」見学など大自然と文化に触れました。

23では、杉並区と交流自治体の子どもがお互いの土地に赴き、生活や文化に対する理解を深めています。

1小学生名寄自然体験交流事業〈生涯学習推進課〉

参 加 者：小学 5・6年生　25名
実施期間：令和元年 12月26日〜 28日
	 事前学習会（3回）、学習相談会（1回）、学習成果発表会
事業内容：�生活・文化の違いを認め合う心や探求心、豊かな人間性を育

むことを目的に北海道名寄市において、真冬だからこそ体験
できる様々な経験や現地の子どもたちとの交流を行いました。
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6中学生海外留学（第 7 期 )〈済美教育センター〉
参 加 者：中学 2・3年生　25名　　実施期間：令和元年 8月13日〜 25日
事業内容：�海外における生活や現地の人々との交流などを通して、豊かな人間性を培い、国際感覚

や英語によるコミュニケーション力など、「夢に向かい、志をもって自らの道を拓く」ため
に必要な資質の形成を目指し、交流都市オーストラリア連邦ウィロビー市に留学しました。
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※	毎年実施している「中学生小笠原自然体験交流」は、国内における新型コロナウイルス感染症の
拡大防止のため、令和元年度の事業は中止といたしました。

4交流自治体中学生親善野球大会〈スポーツ振興課〉

参 加 者：中学 2年生　29名　　実施期間：令和元年 12月26日〜 29日
事業内容：�杉並区と交流がある台湾台北市、南相馬市の中学生と杉並区の中学生が台北市で親善

野球大会を行い、健全なスポーツ精神を培うとともに、異文化理解、国際理解を深める
ことを目的に交流体験を行いました。

5チャレンジ・アスリート〈スポーツ振興課〉
参 加 者：小学 1年生〜中学 3年生　131名　　実施期間：令和元年 8月〜令和 2年 3月
事業内容：�子どもたちがスポーツの持つ様々な可能性に気づき、自分の夢について考え、その夢に向

かってチャレンジできるよう以下の実技体験教室とスポーツ関連の職場見学を実施しました。
【第 1回】オリンピック選手と楽しくスポーツしよう！「卓球」／オリンピック新種目を体験しよう！「ボ

ルダリング」／パラリンピック新種目にチャレンジしよう！「テコンドー」
【第 2回】トップアスリートと楽しくスポーツしよう！「ラグビー」／パラリンピック種目にチャレンジしよ

う！「5人制サッカー」「ゴールボール」
【第 3回】オリンピック種目を楽しく体験しよう！「陸上競技」／パラリンピック種目を楽しく体験しよう！「パラ陸上競技」
【職場見学】障害者スポーツを用具で支える技術者／スポーツ記者／大会運営スタッフ／スポーツクラブインストラクター／

アスレティックトレーナー	※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため見学を中止し、講師からの手紙を送りました。
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実施事業者から─ 杉並大使館めぐり実行委員会　代表　鈴木 孝枝さん
　この事業は、普段行けない海外旅行の代わりに、日本国内にある外国（大使館等）
を巡ることで、五感を通して多様性、異文化交流を体感してもらいたいという思い
から生まれました。
　今回は「対話」と「自主性」の機会を育むことに重点を置き、「少人数訪問」ス

タイルが実現。相手国のトップレベルと直接対話する機会を創出でき、参加した子どもたちにとっ
て、生涯忘れることのない体験の 1つになったと確信しています。

　猛暑に備えてのマイクロバスでの移動や、看護師の同
行、社会人研修講師によるプレゼン指導、そして国際会
議レベルの通訳者の帯同。質の高い学びと体験の両輪を
整えることが出来たのは、この基金の支援のお陰です。
　私たちは日頃、寄附した「お金の使い途」を見届ける
ことは容易ではありませんが、ここまで透明に寄附金の
流れが見え、杉並区の子どもたちの未来を大きく広げて
いくものとして存在する「杉並区次世代育成基金」が、
より多くの方々に知られ、末永く支援されることを期待
しています。

杉並区次世代育成基金活用事業助成とは、杉並区次世代育成基金を活用して、
子どもたちの様々な体験・交流事業への参加を支援する民間の法人や団体が実
施する取組に対して助成するもので、平成 27年度より開始された制度です。

区が助成して実施された民間事業
（杉並区次世代育成基金活用事業助成対象事業）

実施事業者から─ NPO 法人ウィンウィン　大澤 宏明さん
　初めてのプロジェクトでしたが、定員数を遥かに超える申し込みがあり、喜ばしいス
タートを切ることができました。初回のレッスンでは緊張ぎみだった中学生も、レッス
ンを重ねるごとに積極的に英会話を楽しむようになり、本番の東京高円寺阿波おどりで
は、覚えた英会話と手作りのガイドマップを駆使して、訪れた外国人に阿波おどりの魅

力を伝えていた姿には感銘しました。参加した生徒たちの声からも、本事業のねらいや目的を達成でき
たのではないかと思います。
　次世代育成金へ寄附をして下さった方々、日常英会話をはじめ専門的な英単語をお教え下さった英語
従事者並びに講師の方々、学んだことを発揮できる機会を提供して下さったNPO法人東京阿波おどり
振興協会の方々、子どもたちに「学び」の多大なるサポートをしていただき、心より感謝申し上げます。
　子どもたちは、この貴重かつ素晴らしい経験をもとに、それぞれの夢に向かって大いに飛躍してくれ
ると思っています。本当にありがとうございました。

7サイエンスホッパーズ　科学実験教室
参 加 者：小学 4年生〜高校生　218名
実施期間：平成 31年 4月 22日〜令和 2年 2月 20日（全 9回）
事業内容：�身近な科学を実際に体験する科学実験室を開催し、体験的に楽しみながら喜び・驚き・

感動をもって学べる場を提供しました。
実験テーマ：�「水の中の生物の観察」「金属を溶かしてキーホルダーを作ろう」「フライドチキンから

骨を学ぼう」など

1Embassy Journey（大使館めぐり）〜日本の中の外国へ行こう〜
参 加 者：小学 4年生〜中学 3年生　24名
実施期間：平成 31年 4月 1日〜令和元年 11月 30日（全 2回）
事業内容：�多様性と外国文化に触れる機会創出を目的に、都内にある駐日大使館等を訪問しました。

訪問先では自ら考えた質問を行い、参加者同士で学んだ国についての報告を行いました。
訪 問 先：�「レソト王国大使館」「カナダ大使館」「パキスタン大使館」「スウェーデン大使館」

「コロンビア大使館」「タイ王国大使館」「ベネズエラ大使館」など

4杉並・テキサス交流プロジェクト
参 加 者：小学 4〜 6年生　50名　　実施期間：令和元年 7月 20日〜令和 2年 3月 1日（全 3回）
事業内容：�英語に触れると共に外国のことを知り、考える機会として、毎回異なるテーマでワークショッ

プを行いました。英語で書いた手紙をアメリカテキサス州の小学生と交換することで日本と
外国の違いを学び、テキサスに留まらず、様々な国への興味を持つきっかけを提供しました。

5杉並 English ガイド　Jr. プロジェクト
参 加 者：中学 1〜 3年生　19名　　実施期間：令和元年 5月 1日〜 9月 30日
事業内容：�英語でボランティア活動を行うことで英語表現力の向上、コミュニケーション能力や自己肯

定感などを育てることを目的とし、ガイドに必要な語学力や英語表現の練習を重ね、高円寺
阿波おどりで英語ボランティアガイドを実施しました。

6ボールキッズ取材班 夏休みプロジェクト「広報・東高円寺」を作ろう！
参 加 者：小学 4〜 6年生　13名
実施期間：令和元年 6月 18日〜 9月 30日
事業内容：�言葉で表現する楽しさや文章で相手に伝える力を身に付ける

ことを目的に、参加者自らが地域取材やインタビューなどを
行いました。取材した内容は情報誌「広報・東高円寺」とし
てまとめ、取材した地域や区内の小・中学校へ配布しました。

取材場所：「妙法寺」「ニコニコロード」「和田商店街」など

2『IT にふれるキッカケ』〜杉並子ども IT Day 〜
参 加 者：小学 4〜 6年生　69名　　実施期間：令和元年 5月 1日〜令和元年 12月 16日
事業内容：�子どもたちが将来自分の生きる道を考える際の選択肢を提供することを目的とし、IT を使っ

た 7種類のワークショップを実施しました。
講座内容：�「プログラムでロボットを動かそう」「タブレットを使って作曲にチャレンジ！」「PCでイ

ラストを描こう」「ドローン操縦を iPad で簡単プログラミング」など

3わぐわぐ寺子屋プロジェクト
参 加 者：小学 5、6年生　37名
実施期間：平成 31年 4月 28日〜令和 2年 2月 23日（全 2回）
事業内容：�新潟県小千谷市で「自分で考えて生きる力を身に付ける」

をゴールに、献立・買出し・調理まで含めた自炊料理選
手権やサバイバル体験、雪かき体験など季節に合わせた
小千谷ならではのアクティビティを行う宿泊学習プログ
ラムを夏と冬に開催しました。
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